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Abstract：This study describe that Kusanone Club (KC; Grassroots activities on science education) -the 
members are in-service teachers from elementary schools to high schools - was held to embody education of 
integrated subjects from elementary school to high school, and show two concrete examples that have been 
performed in the KC. In the KC, we focus on in-service teacher training that would be daily studies on 
teaching. After their discussion in the KC, they developed teaching materials and invented lesson plans that 
their students might be active with students' interest. However, the KC has a problem that the whole members 
can not atend although a discussion with the vitality is caried out every time.
Keywords：Kusanone Club (KC), Education of integrated subjects from elementary school to high school
学校種を超えた教科・科目を総合する教材研究



































































































































































































































































































































































　⑨F＝－m   sin 　＝－  　　を導く。
　⑩K＝　を導く。
　⑪T＝２π　　にK＝　を代入して，単振り子の等時
性の公式T＝２π　　を導く。
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鳴門教育大学学校教育研究紀要４８
３．草の根クラブのこれまでの授業実践と研究発表
　これまでに行った授業実践群は２つある。そのうちの
１つは，二次曲線に関する授業である。二次曲線は数学
Ⅲの学習内容であるだけに，進学率が高い高等学校と進
学率がそれほど高くない高等学校では，指導内容にも違
いがある。草の根クラブでは，後者の高等学校における
実践をもとにして，前者の高等学校での授業のために，
学習指導案を作成し，授業実践した。
　もう１つの授業実践は，等速円運動の変位と時間に関
する物理の授業と数学Ⅱの授業である。いずれも三角関
数に着目する学習を行った。数学では単位円で中心角を
θとして考えるのに対して，物理では半径をrとして中
心角は角速度を用いて表して考えるので，物理と数学の
見かけの式は異なっている。物理の公式の表記を数学Ⅱ
の知識を用いてとらえられるか，逆に，数学の表記を物
理の知識を用いて復習できるか，生徒の実態を調べるた
めに授業実践した。なお，後者の授業実践については，
鳴門教育大学の研究紀要等で詳述した（参考文献⑷，⑹）。
今後も草の根クラブで授業実践をかさねていく予定であ
る。
　一方，草の根クラブで議論になった内容については，
学会でも発表してきている。発表することで，草の根ク
ラブでは気付けなかった質問や疑問，意見をいただくこ
とができて，さらに進展が見られることが多いからであ
る。学会発表も継続し，今後も草の根クラブの議論に
フィードバックしていく。
Ⅳ．草の根クラブの課題と成果
　草の根クラブは，教員同士の質問や議論，再提案によっ
て成り立っている。できることであれば，すべてのメン
バーが一堂に会して議論が進んでいくことが望ましい。
しかし実際には，数人での議論にならざるを得ないのが
現状である。各学校現場における分掌業務，部活動の業
務，出張業務など，学校現場における業務は，休日もお
かまいなしの状況が続いている。議論の場に身を置いて，
意見交換したいと考えていても，参加できないメンバー
の残念がる声は毎回聞こえてくる。毎回の記録は全員で
共有するものの，記録をもとに議論を深めていくことは
難しいことが多い。草の根クラブは法定研修のような出
席を義務づけられている研修ではなく，自発的な勉強会
であり，この課題は宿命でもある。
　現在は小・中・高等学校の教員が集まる草の根クラブ
であるが，中学校籍の教員の参加率が非常に低いことも
課題である。Ⅲ章で示した内容を見れば，専門的な知識
がなければ参加できないのではないか，と考えがちであ
るが，小学校籍の先生が参加されて，わからないことは
質問しながら，提案もしてくれている。難しい内容はて
いねいに理解してもらってから議論することにしている
ので，今後も小・中・高等学校をつなぐ議論を大切にし
たい。またこれまでは，土曜日午前中に草の根クラブを
開催してきたが，日曜日に実施することも考えるなど，
日程的な工夫も必要かも知れない。
　一方で，議論を通して学習指導案を理科と数学で協働
して作成したり，それを活用して授業実践したり，その
成果を学会で発表したり，大学研究紀要を利用した論文
発表を行ってきていることが，草の根クラブの成果であ
る。また，日程調整ができなかった月が１度あったもの
の，それ以外は毎月１回の草の根クラブが開催できてい
る。この継続性も大きな成果である。週末の疲れがたまっ
ている土曜日の開催であるが，参加した教員や筆頭筆者
は，帰路に頭がすっきりしていると異口同音に話してい
る。同じ思いをもつ教員の集まりである，といった意識
も生まれつつあるのではないか，と推測している。議論
している教員の，きらきらした目線や張りのある声で交
わされる議論には活力があり，それぞれの教員が，常に
自分自身と対話している様子も窺える。
Ⅴ．おわりに
　草の根クラブは，まだ１年半の歴史しかない。しかし
ながら草の根クラブで実践してきた結果は，問題の所在
で示した，少子化の問題と進学中心の授業に対する，１
つの方策を示しているのではないかと確信しつつある。
教科を越える組織だから，指導内容を他校種や他教科・
科目の教員に，わかるように説明する必要がある。大変
な手間ではあるが，こうした経験を通して，説明した教
員が教材の理解を深めているケースが多く見られた。
　また，教科の枠を越えた学習指導案の提案や議論は，
理科と数学以外でも十分に実施できると考えている。教
科が異なるから関係ないと考えるのでなく，自分の教科
指導へのヒントが隠れているととらえるならば，多くの
知見が手に入る。小・中・高等学校では，少子化で実践
しづらくなってきている教科会であるが，「教科・科目の
枠を超えた教科会」であれば，学年会を母体にしても実
現可能である。
　草の根クラブで行った議論を通して具現化した学習指
導案には，生徒に疑問を持たせ，理由を考えさせるよう
に促す発問が多く含まれている。主体的に考え，対話を
通して理解を深めていくような授業が実現できる学習指
導案であったし，授業実践だった。草の根クラブでの議
論を通して作成した学習指導案には多くの時間を要した。
しかし，児童生徒に考えさせたい，という教師の思いが
あるから，草の根クラブに参加する他の教員も，できあ
がった学習指導案を参考にして，自らの授業に活かして
いくことが可能である。草の根クラブに参加する教員は，
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それぞれの置籍校で，他教科の同僚の教員と，互いの教
科の内容について，大いに議論してくれたらよいと願っ
ている。
　今後，これまでの実践をもとにしながら，草の根クラ
ブがより建設的で，より活発な議論の場となるような工
夫を模索していく所存である。
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